
禹う

は
、
中
国
・
古
代
夏
王
朝

か
お
う
ち
�
う

の
初
代
王
。

夏
王
朝
の
始
ま
り
は
紀
元
前
２
０
７
０
年
ご
ろ
、

実
に
４
０
０
０
年
前
の
話
で
、
伝
説
の
王
朝
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
考
古
学
的
な
発
掘
に
よ
り
、

中
国
政
府
は
そ
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
中
国
に
は
、
堯

ぎ
�
う

・
舜

し
�
ん

・
禹
と
い
う
伝
説
上
の
聖
人
が
い
ま
し
た
。

こ
の
３
人
は
部
族
連
合
の
首
長
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、

禅
譲

ぜ
ん
じ
�
う（

血
縁
者
で
な
い
有
徳
の
人
物
に
地
位
を
譲
る
こ
と
）
と
い
う
形
で
帝
位
を
継
承
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
禹
の
息
子
で
あ
る
啓
が
帝
位
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

夏
王
朝
は
、
中
国
史
上
最
初
の
世
襲
王
朝
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禹
は
、
治
水
事
業
に
失
敗
し
た
父
鯀こ

ん

の
跡
を
継
ぎ
、

舜
に
推
挙
さ
れ
る
形
で
、
黄
河
の
治
水
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
治
水
神
と
し
て
も
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
禹
に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の
伝
承
か
ら
、

謙
虚
で
勤
勉
な
人
柄
と
い
わ
れ
、
聖
人
と
し
て
も
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。

春
秋
時
代
の
中
国
の
思
想
家
で
儒
家
の
始
祖
で
あ
る
孔
子
も
、

「
夏
の
禹
王
に
は
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
」
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
「
黄
河
を
治
む
る
者
は
天
下
を
治
む
」
と
言
わ
れ
、

為
政
者
の
条
件
と
し
て
黄
河
の
治
水
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
禹
は
、
治
水
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず

名
君
と
し
て
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
思
想
史
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
禹
の
碑
が
、

な
ん
と
、
日
本
に
も
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

禹
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
、

過
酷
だ
っ
た
水
を
治
め
る
艱
難

か
ん
な
ん

。

禹
を
引
き
合
い
に
出
せ
る
だ
け
の
知
識
と
教
養
。

禹
に
な
ぞ
ら
え
た
治
水
顕
彰
碑
や
祈
り
に
は
、

豊
穣
と
恵
み
の
裏
側
に
あ
る
、
水
と
の
闘
い
の
歴
史
が
垣
間
見
え
ま
す
。

水
の
文
化
40
号

２
０
１
２
年
２
月

特
集
「
大
禹
の
治
水
」

禹
王
の
足
跡
を
巡
る
旅
　
大
脇
良
夫
　
　
4

水
の
文
化
楽
習
実
践
取
材

足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ

富
士
山
と
酒
匂
川
　
編
集
部

8

コ
ラ
ム

禹
王
を
祀
る
原
動
力
　
岡
田
真
美
子
　
10

コ
ラ
ム

生
き
て
い
る
川
酒
匂
川
　
島
谷
幸
宏
　
　
12

田
中
丘
隅
を
認
め
た
時
代
　
深
谷
克
己
　
　
16

禹
の
廟
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
の
か

時
間
・
空
間
で
読
み
解
く
鴨
川

植
村
善
博
　
　
20

シ
リ
ー
ズ
里
川

片
品
村
五
千
人
の
心
意
気
　
千
明
金
造
　
　
26

高
松
・
栗
林
公
園
と
西
嶋
八
兵
衛

大
禹
謨
発
見
の
ド
ラ
マ

古
川
京
司
　
　
30

水
の
文
化
書
誌

黄
河
は
流
れ
る

古
賀
邦
雄
　
　
36

禹
の
治
水
と
中
国
史
の
流
れ
　
蜂
屋
邦
夫
　
　
38

文
化
を
つ
く
る

禹
の
治
水
に
学
ぶ

編
集
部

49

里
川
文
化
塾
報
告
　

50

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

51

渤海

黄海

黄土高原

黄河

長江

ngkingPekinP
北京北京北

鄭州

上海

洛陽

Shanghai

紹興

杭州

Shaoxing

Xi'an

西安
（長安）

Hangzhou

ZhengzhouLuoyang

世界の屋根といわれるチベットの標高4300m付近から湧き出た水を源流とし、渤海へ注ぐ全長約5464kmの黄河。
中国では揚子江に次いで2番目に長く、世界では7番目の長さである。中国で「河」と書いたときは黄河を指す。黄
河の下流域は中原と呼ばれ、黄河文明発祥の地であり、過去に歴代王朝の都が置かれてきた。禹の興した夏王朝も、
まさにここにある。黄河は上・中流で黄土高原を通り、多くの支流が流入するため大量の黄土を流送。年間16億t
といわれる土砂の堆積により、下流部は天井川となるため古来より氾濫を繰り返し、大きく流路を変えてきた。水
色の線は、その痕跡であり、それらの旧流路は黄河故道と呼ばれている。また、日中戦争中の1938年（昭和13）に
は日本軍の侵攻を阻止しようとした中国国民党によって花園口（鄭州市北の郊外18km）、の堤防が爆破され、流路
が変わった。河口が現在の位置になったのは、1947年（昭和22）堤防の修復完了後のことである。

右ページ：治水事業を象徴した禹のレリーフ。
中国・紹興の会稽山にある大禹陵内博物館所蔵。
禹は紹興で亡くなり会稽山に葬られたとされる。
大禹陵には秦の始皇帝も祀ったといわれ、現在
は重点保護文化財になっている。禹は王である
にもかかわらず、鋤（すき）を持ち、泥の中を
這い回って働き、脛（すね）の毛がなくなって
ツルツルになった、といわれている。


